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○議長（茅沼隆文） 

 それでは、日程第７ 認定第７号 決算認定について（水道事業会計）及び日程

第８ 議案第２９号 平成２８年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついて、あわせて細部説明を担当課長に求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 日程第７ 決算認定について。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度開成町水道事業会計歳

入歳出決算は別冊のとおりにつき、監査員の意見をつけて認定を求めます。 

 平成２９年９月５日提出、開成町長、府川裕一。 

 １枚おめくりください。 

 議案第２９号 平成２８年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

て、平成２８年度、開成町水道事業会計未処分利益剰余金を別冊のとおり処分する。

よって、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決を求める。 

 平成２９年９月５日提出、開成町長、府川裕一。 

 こちらの議案は別冊の開成町歳入歳出決算書の２８６ページになります。 

 平成２８年度開成町水道事業剰余金処分計算書（案）になります。内容の説明は

後程決算認定の説明内で説明いたします。恐れ入りますが、決算書の２９１ページ

をお開きください。 

 平成２８年度開成町水道事業報告書の概況を朗読いたします。 

 １、概況。 

 （１）総括事項。 

 平成２９年３月３１日現在の給水装置使用数は前年度比２．７８％増で２００個

増の７，３８９個、給水人口は前年度比０．８１％増で１４０人増の１万７，３４

４人となりました。 

 年間有収水量は、事業所の使用水量が増加したため、前年度より５万２，４４０

立法メートル増の１９９万１，５４２立法メートル、一日平均給水量は、前年度よ

り１５８立方メートル増の５，４５６立法メートルで前年度比２．９８％の増でし

た。 

 建設改良事業は、町道１１９号線他配水管布設工事を行いました。 

 増設改良事業は、高台第一浄水場ポンプ井更新工事（第２期）、高台第二浄水場

塩素注入ポンプ及び制御盤更新工事、下水道工事に伴う町道２３０－２号線支障配

水管布設替工事等を行いました。 

 営業収支では、事業収益全体としては、２億３，９７０万５，６１１円（前年度

比９．１％の増）となりました。事業支出全体は１億８，９９５万４１８円（前年

度比０．６９％の増）となりました。結果として事業収益が事業支出を上回ったこ

とにより、総体としては４，９７５万５，１９３円の純利益となりました。 

 決算書の２７８ページにお戻りください。 
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 平成２８年度開成町水道事業決算報告書です。（１）収益的収入及び支出の収入

です。第１款水道事業収益です。予算額２億４，８８４万４，０００円に対し、決

算額は２億５，６４７万１，１８２円で、予算額に比べ、７６２万７，１８２円の

増収です。 

 第１項営業収益、補正予算額、９５０万円は、事業所の使用水量増加に伴う給水

収益の増加と、敷設建設に伴う給水工事加入金の増額です。予算額２億２，８６７

万４，０００円に対し、決算額は２億３，４３５万８，１５０円で、５６８万４，

１５０円の増収です。 

 第２項営業外収益、予算額２，０１７万円に対し、決算額は、２，２１１万３，

０３２円で１９４万３，０３２円の増収です。 

 次に、支出です。第１１款水道事業費用、予算額、２億４，８８４万４，０００

円に対し、決算額は、２億７９万１，９６３円で、執行率は８０．６％です。不用

額は、４，８０５万２，０３７円です。 

 第１項営業費用補正予算額３万１，０００円の減額は、職員の給与費等で、予備

費支出額、１８１万３０８円は、主に有形固定資産償却費等の不足です。 

 予算額１億７，７１７万８，３０８円に対し、決算額は、１億６，９２４万６１

９円で、不用額は、７９３万７，６８９円です。 

 第２項、営業外費用、予備費支出額、１４１万２，７００円は、消費税の不足分

です。 

 予算額３，１９５万５，７００円に対し、決算額は、３，１５２万６，３６３円

で、不用額は、４２万９，３３７円です。第３項予備費、補正予算額９５３万１，

０００円は、主に営業収益の補正に伴う増額です。 

 予備費支出額は、３２４万７，９８９円となり、予算額は３，９６８万５，０１

１円となりました。決算額は０円です。 

 第８項、特別損失は、２件の還付による過年度損益修正損、２万４，９８１円を

予備費から支出いたしました。 

 続きまして、２８０ページをお開きください。資本的収入及び支出の収入です。 

 第２款資本的収入です。予算額５，３０４万５，０００円に対し、決算額は、５，

２９９万９，５６０円で、予算額に比べ、４万５，４４０円の減収です。 

 第１項分担金、予算額６６６万円に対し、決算額は、６６１万３，９２０円で、

４万６，０８０円の減額が、下水道工事に伴う水道管布設替え工事の分担金の減収

です。 

 第２項負担金、補正予算額、５２万１，０００円は、消火栓設置費負担金の増額

です。予算額１３８万５，０００円に対し、決算額は、１３８万５，６４０円で、

６４０円の増収です。 

 第５項企業債、補正予算額、１，４００万円の減額は、企業債残高の圧縮を図る

ための減額です。予算額４，５００万円に対し、決算額も同額の４，５００万円。 

 次に、支出です。第１２款資本的支出、予算額、１億７，２１９万４，０００円
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に対し、決算額が１億６，４４７万６，８６４円で、執行率は９５．５％、不用額

は７７１万７，１３６円です。 

 第１項建設改良費、補正予算額７０万円の減額は、工事請負費の減額です。予算

額５５０万円に対し、決算額は、４８３万３，０００円で、不用額は６６万７，０

００円です。 

 第２項増設改良費、補正予算額、３２７万３，０００円の減額は、主に配水施設

整備工事費の減額です。予算額、９，９６４万８，０００円に対し、決算額は９，

５５９万８，４６４円で、不用額は４０４万９，５３６円です。不用額の主な要因

は、入札の執行残です。 

 第３項企業債償還金、予算額６，４０４万６，０００円に対し、決算額は、６，

４０４万５，４００円で、不用額は６００円です。 

 第４項予備費、予算額は３００万円で、決算額は０円です。 

 なお、欄外に記載してあります金額は、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

が生じましたので、公営企業会計の会計処理方法により補てんをいたしましたもの

です。 

 それでは、別冊の開成町歳入歳出決算書、説明資料の１００ページ、１０１ペー

ジをお開きください。決算書は２９７ページになります。 

 歳入です。収益的収入の水道事業収益、給水収益の水道使用料は、平成２８年度

に調停した件数は、４万３，５９９件で、前年度より４１９万１，０００円の増収

となりました。受託工事収益の給水工事加入金は、２４０件の新規加入者の水道加

入金です。新設保育園等の大口径のメーターの設置に伴います、給水工事加入金等

が前年度より、１，５０５万円の増収です。 

 その他営業収益の手数料は、給水工事設計審査や下水道料金徴収等の手数料です。

前年度より１３７万８，０００円の減収です。 

 雑収入は仮設メーター賃借料、仮設メーター水道使用料、検満メーターの売却費

及び水道水の放射能検査費等の東京電力からの損害賠償費です。 

 他会計負担金は、３７８基分の消火栓の維持管理費です。 

 営業外利益、受取利息及び配当金は、定期預金、国債、県民債に係る預金利息で

す。 

 長期前受金戻入益は、減価償却費のうち補助金等で取得しました部分の戻入益で、

会計上の歳入になります。 

 雑収益は、東京ガスからの小田急線軌道敷地下埋設用地使用料になります。 

 資本的収入になります。決算書では、３００ページになります。資本的収入、分

担金、配水管布設分担金は、下水道工事に伴う配水管布設替え工事に係る分担金で

す。前年度より３２９万１，０００円の増収です。負担金、他会計負担金、消火栓

設置費負担金は、消火栓更新１基、消火栓補修２基、消火栓ボックス交換１基に係

る負担金で、前年度より１４万２，０００円の減収。 

 企業債、企業債は、配水管布設工事３件に係る起債で、地方公共団体金融機構資
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金で２件です。 

 次の１０２ページ、１０３ページをお開きください。歳出になります。決算書は、

２９８ページになります。 

 収益的支出から御説明いたします。水道事業費用、営業費用、１目原水浄水配水

及び給水費は、水質検査、滅菌装置保守点検及び電気設備保安等の委託です。漏水

当番経費や給排水管の維持、維持管理等の工事を実施いたしました。 

 ２目受託工事費は、町道７２０号線制水弁高さ調整工事や給水管の補修工事を行

いました。前年度比より２３万円の増です。 

 ３目総係費は、水道事務運営上に要する費用では、テレメータの回線利用による

浄水場施設の監視等により効率的な水道事務事業を行いました。また、人口増に伴

い、許可を受けた給水人口を超えることが予測されるため、水道事業計画の見直し

業務を委託いたしました。 

 ４目、有形固定資産償却費は、建物、構築物機械及び装置等の有形固定資産の減

価償却費でございます。 

 ５目、資産減耗費は、棚卸資産、下水道工事に伴います配水管の撤去、ポンプ井

更新工事や塩素注入ポンプ及び制御盤更新工事等に伴う、建築物機械及び装置の除

却経費です。 

 営業外費用、１目支配利息は、平成２８年度当初企業債残高１１億９４４万８，

０００円に対する利子返済分です。前年度より２００万２，０００円の減です。 

 ３目雑支出は支出がありませんでした。 

 特別損失、１目過年度損益修正損は、水道使用料の還付２件でございます。 

 続きまして、資本的支出です。決算書は３０１ページになります。資本的支出、

建設改良費、１目拡張事業費は、町道１１９号線配水管布設工事を行いました。前

年度より１７１万５，０００円減。 

 増設改良費、１目配水施設整備工事費は、高台第一浄水場ポンプ井更新工事、高

台第二浄水場塩素注入ポンプ及び制御盤更新工事外３件の浄水場設備の更新工事、

下水道工事に伴う町道２３０－２号線配水管布設替え工事他１件を行いました。ま

た、消火栓更新工事１カ所、消火栓補修２カ所、消火栓ボックスの交換１カ所行い

ました。前年度より１，２２９万３，０００円の増。です。 

 ２目メーター費は、計量法に基づく、７０７件の検満メーターの取り換え工事と

８５７個のメーターを購入いたしました。 

 企業債償還金、１目企業債償還金は、平成２８年度当初企業債残高１１億９４４

万８，０００円に対する元金返済です。前年度比２４３万１，０００円の減となっ

ております。 

 説明書の最後に、資料４で、平成２８年度の工事箇所を添付しております。後程

ご覧いただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、決算書の２８２ページをお願いいたします。 

 平成２８年度開成町水道事業損益計算書です。なお、全ての収益と費用は税抜き
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で記載しております。 

 １の営業収益は、水道料金、給水工事加入金が主なものであり、営業収益合計は、

２億１，７５７万２，５９２円です。 

 ２の営業費用は、水道事業を運営する上で、施設管理費や事務的経費、有形固定

資産の減価償却、資産減耗費であり、営業費用の合計は１億６，６８１万１，７７

４円です。 

 営業収益から営業費用を差し引いた営業利益は５，０７６万８１８円です。 

 ３の営業外収益は、受取利息、長期前受金戻入と、雑収入が主なもので、収益合

計は、２，２１３万３，０１９円です。 

 ４の営業外費用は、企業債の支払利息が主なもので、その合計は２，３１１万３，

６６３円です。 

 経常利益は、４，９７８万１７４円となります。 

 ５の特別損失は、（１）の過年度損益修正損の２万４，９８１円です。 

 当年度の純利益は、経常利益から特別損失を差し引いた４，９７５万５，１９３

円となります。この純益に前年度繰越利益剰余金３，１４５万７，６８０円を加え

た８，１２１万２，８７３円が、当年度未処分利益剰余金となります。 

 ２８４ページをお願いいたします。平成２８年度開成町水道事業剰余金計算書で

す。表上段の前年度末残高は、資本金の自己資本金が１４億２，８９６万３，０７

４円です。借入資本と資本剰余金は計上はありません。 

 利益剰余金の減債積立金は３，８１１万円、建設改良積立金は５，５００万円で

す。 

 繰越利益剰余金６，１４５万７，６８０円を加えた、利益剰余金合計は１億５，

４５６万７，６８０円となり、前年度末の資本合計は１５億８，３５３万７５４円

です。 

 前年度処分額の利益剰余金は平成２７年度に議決により、減債積立金に１，００

０万円、建設改良積立金に２，０００万円、積み立てをいたしました。処分後残高

は、減債積立金が４，８１１万円、建設改良積立金が７，５００万円、未処分利益

剰余金合計が３，１４５万７，６８０円です。当年度変動額は、当年度純利益、４，

９７５万５，１９３円が未処分利益剰余金として計上され、資本合計は、前年度期

末残高、１５億８，３５３万７５４円に、当年度変動額の利益剰余金合計４，９７

５万５，１９３円を加えました、１６億３，３２８万５，９４７円です。 

 次の２８６ページお願いいたします。平成２８年度開成町水道事業剰余金処分計

算書（案）です。 

 議案のこちらが第２９号になります。当年度未処分利益剰余金、８，１２１万２，

８７３円から企業債償還に充てる減債積立金を４，０００万円、建設事業に充てる

建設改良積立金を１，０００万円とし、残りの３，１２１万２，８７３円を翌年度

繰越利益剰余金とする案とさせていただきます。 

 次の２８８ページをお開きください。平成２８年度開成町水道事業予定貸借対照
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表について説明をいたします。 

 資産の部です。１、固定資産は、（１）有形固定資産のイの土地からトの建設仮

勘定まで、有形固定資産合計、２６億７，２４８万６，３５１円と、（２）無形固

定資産のイ、電話加入権、２１万３，０４０円と、（３）投資その他の資産。イ、

リサイクル預託金９，１３０円を加え、固定資産合計は、２６億７，２７０万８，

５２１円です。 

 ２、流動資産は、（１）現金預金から（３）貯蔵品の流動資産合計が５億９，７

６６万４，３７７円です。 

 資産合計は、固定資産合計と流動資産合計を加えました、３２億７，０３７万２，

８９８円です。 

 ２８９ページをお願いします。次に負債の部です。３、固定負債は、（１）企業

債と（２）引当金、イの修繕引当金の合計、１０億３，２９８万５，３１１円です。

４、流動負債は、（１）一時借入金から（４）引当金の合計６，８８６万１，４０

６円です。 

 ５、繰延収益は、（１）長期前受金のイからホの合計、５億３，５２４万２３４

円となります。 

 負債合計、流動負債合計と繰延収益合計を加えた、１６億３，７０８万６，９５

１円です。 

 ２９０ページをお願いします。資本の部です。 

 ６、資本金は、（１）の自己資本金、イの固有資本金からハの出資金の合計１４

億２，８９６万３，０７４円です。 

 ７、剰余金は、平成２８年度の決算から、会計制度の変更により負債の部の繰延

収益に移設をいたしました。計上額はありません。 

 （２）利益剰余金は、イの建設改良積立金からハの未処分利益剰余金を加えた、

２億４３２万２，８７３円です。 

 資本合計は、資本金合計と利益剰余金を合わせた１６億３，３２８万５，９４７

円となり、負債と資本を合わせました、負債資本合計は、３２億７，０３７万２，

８９８円です。 

 最後に、２９５ページをお願いいたします。 

 平成２８年度開成町水道事業キャッシュ・フロー計算書です。 

 １、営業活動によるキャッシュ・フロー。（１）当年度純利益の４，９７５万５，

１９３円と（２）の営業活動から得た現金預金への当年度純利益の調整のイの有形

固定資産減価償却費から、ホの営業活動以外による資産及び負債の増減額までの小

計、１億３，４１４万４，３９０円、受取利息及び配当金受入額、支払利息及び企

業債取扱諸費の支払額を加えた金額が、営業活動から得た現金預金（純額）１億１，

１２８万１，９００円となります。 

 次に、２の投資活動によるキャッシュ・フローです。（１）固定資産の取得によ

る支出（建設改良費）と（２）上記（１）実施に係る負担金等収入の合計が、投資



－７－ 

活動から得た現金預金（純額）となり、８，６５１万５７８円のマイナスとなりま

す。 

 次に、３の財務活動によるキャッシュ・フローです。（１）企業債の発行と（２）

企業債の償還の合計が、財務活動から得た現金預金（純額）となり、１，９０４万

５，４００円のマイナスとなります。 

 ４の現金預金及び現金等価物増加額・減少額は、１の営業活動から得た現金預金

（純額）２の投資活動から得た現金預金（純額）と、３の投資活動から得た現金預

金（純額）合計、５７２万５，９２２円の増額となります。 

 ５の金預金及び現金等価物期首残高、５億６，６１６万４，１６４円を加えた、

６の現金預金及び現金等価物期末残高は、５億７，１８９万８６円となります。 

 ３０３ページにあります、預金現金金融機関別明細書の預金現在高の合計と同額

となります。 

 説明は以上でございます。 

○議長（茅沼隆文） 

 認定第７号 決算認定について（水道事業会計）及び議案第２９号 平成２８年

度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分についての細部説明を終了いたしま

す。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、１１日の月曜日は休会となりますので、１２日の火曜日に一般会計決算の

質疑を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

                    午後 ３時３３分 散会 


